
 

 

令和８年度 視覚障がい者サービス協力者「せせらぎの会」 

９月研修会を開催しました 

 

１ 日 時：令和８年９月３０日（水曜日）13時 30分から 15時 30分  

２ 会 場：岐阜県図書館 研修室  

３ 参加者：視覚障がい者サービス協力者（21名） 

：市町図書館等職員（３名）、当館職員（４名） 

４ 演 題：「プログラマー 結城浩の『数学文章作法』から学ぶ録音図書製作の極意 

     ～視覚障害者が喜ぶ音訳とは～」 

５ 講 師： 小柳 慶幸氏 

１９９４年生まれ。網膜色素変性症により 10 代後半から視力が低下、現在は

明暗が区別できる程度。幼少期から美術や造形に興味がありコンピュータグラ

フィックスやアニメーションを独学で学んでいた。新卒でゲーム制作会社に入

社後、エンジニアとして勤務。その後、CMS サービスを開発する企業への転

職を経て現在は HP 関連企業で業務委託メンバーとして勤務中。仕事とは別に

個人の趣味でアプリの開発や研究を行っている。 

 

６ 内 容 

 前半は、結城浩氏の著作『数学文章作法』に沿って、図や写真の説明を考えるための

重要な要素について解説いただきました。身近な事例を交えて解説していただいたこと

で、自然と理解を深めることができました。 

後半は、質疑応答とし、参加者から寄せられた質問への回答を通して、講師の日頃の

読書などの情報収集の方法についてお話をしていただきました。参加者からは「AI 時

代の情報取得の変化に驚いた」、「当事者の視点による率直なお話に、多くの気づきを得

ることができた」などの感想が寄せられ、今後の活動への大きな刺激となりました。 

 

 

【令和 8年 9月に完成した録音図書】（すべて DAISY版） 
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